
第４学年国語科学習指導案 
 

日 時 平成１８年１１月２日（木）授業Ⅰ 
児 童 ４年１組 男子１４名 女子１９名 合計３３名 
場 所 ４年１組  教室 
指導者 菊池 睦美 

 
１ 単元名 人物の気持ちの動きを（光村図書 4 年下） 
  教材名 「ごんぎつね」 
 
２ 単元について 

（１） 教材について 
教材「ごんぎつね」は、いたずら好きでひとりぼっちの小ぎつねごんが、兵十に償いをするが、

なかなか通じ合えず、死という極限においてようやく心が交流しあえたという哀愁に満ちた悲し

い物語である。中学年も後半になると、かなり抽象的な思考ができるようになってくる。愛情と

か友情などの言葉を好んだり、物語の読みにおいても、筋を追うだけでなく、人物の行動の奥に

ある心情や作者の描こうとしたねらいに近づこうとするようになる。悲しさや優しさを主題にし

たものでは、特に強い共鳴や共感を受けるようである。したがって、このような子供たちに、小

ぎつねのごんと人間である兵十との悲しい心の交流を主題とする本教材は最適であり、容易に物

語の中に溶け込めるものと考える。 
 

（２） 児童について 
児童は、これまでに「白いぼうし」や「一つの花」で、場面を比べて様子や気持ちを読み取る

学習をしてきた。これらの学習を通して、児童は文や言葉に着目しながら、登場人物の様子や気

持ちを読み取ろうとする態度が育ってきている。 
毎時間視写文を基に読み取りを行っているため、児童は書くことに抵抗なく取り組めるように

なってきている。また、ほとんどの児童は視写文の中で、主述の関係を捉えることができるよう

になっている。さらに、視写した文を分けて、意味ごとのまとまりを理解する力もついてきてい

る。しかし、話し合いの場面では、自分の考えたことについて自信がもてないためか、考えはあ

っても発表までに至らない児童が多い。このことから、分かり易い発問や補助発問を吟味するこ

とで児童に自分の考えを多く出させたい。そして、友達と自分との考えの違いにも気付いたりで

きるようにしたい。 
 

  （３） 指導にあたって 
第４学年の「読むこと」の目標は、「目的に応じ、内容の中心をとらえたり段落相互の関係を

考えたりしながら読むことができるようにするとともに、幅広く読書しようとする態度を育て

る。」ことである。関連する内容として、「ア いろいろな読み物に興味をもち、読むこと」「ウ 

場面の移り変わりや情景を、叙述を基に想像しながら読むこと」「エ 読み取った内容について

自分の考えをまとめ、一人一人の感じ方について違いのあることに気付くこと」「カ 書かれて

いる内容の中心や場面の様子がよく分かるように声に出して読むこと」がある。 
そこで本教材では、この目標に少しでも近づくために、毎時間ごとに中心となる部分の視写を

取り入れ、叙述を基にごんと兵十の気持ちを読み取っていく。視写後の一人学びも明確な視点を

与えて児童の支援としていきたい。また、視写文を読み深める際には、主述、修飾・被修飾の関

係にも注意しながら進めていきたい。 
読書との関連については、「ごんぎつね」の学習をきっかけにもっと読書に興味をもち、読書

の幅も広げてほしい。そこで読書タイムなどを利用し、新美南吉著書を読み聞かせることも行い

たい。そして児童が図書室に足を運ぶきっかけとなるよう支援したい。 
   
 
３ 単元の目標 

(1) 関心・意欲・態度 
  ・ いろいろな読み物に興味をもち、読むことができる。（読ア） 
 (2) 読むこと 
  ・ 叙述をもとに、場面ごとにごんの気持ちの変化を読み取ることができる。（読ウ）  
 (3) 書くこと 

・ 書こうとする事の中心を明確にして感想を書くことができる。（書エ） 



 (4) 話す・聞く 
・ 互いの考えの相違点や共通点を考えながら、話し合うことができる。（話・聞ウ） 

(5) 言語事項 
 ・ 修飾と被修飾との関係など、文の構成について理解することができる。（言オ(ァ)） 
 

４ 指導計画（１１時間扱い）         
段階 時間 ねらい 学習活動 具体の評価規準 

１ 
 
 
 
 

・全文を読み、これから

の学習に関心を持つ。 
・新出漢字を確認する。

・全文を通読し、簡単な感想

を持つ。 
・新出漢字を確認する。 
・教師の新美南吉の本紹介を

聞く。 
（参考図書） 
『てぶくろを買いに』 
『うた時計と狐』 

(関)学習に意欲をもち、全文

を読んで簡単な感想を書く

ことができる。 
(関)新美南吉の本に興味を

もつことができる。 
 

２ 
本時 

・全文を読んで、あらす

じをつかむ。 
・全文を通読し、ごんのいる

場所に着目しながら、場面分

けするなどして、文章全体を

大まかに捉える。 

(読)ごんのいる場所に着目し

ながら、文章全体を大まかに

捉えることができる。 

 
 
 
 
 

つ 
か 
む 

 
３ 

・全文を読んで、学習の

見通しを持つ。 
・全文を通読し、学習計画を

立てる。 
(関)学習計画について意欲的

に考えようとしている。 
 

４ ・いたずらをするごんの様

子や気持ちを読み取る。

 

・いたずらをするごんの様子

がわかるところを視写し、言

葉に着目しながらごんの気

持ちを読み取る。 

(読)いたずらをするごんの様

子を視写し、言葉に着目しなが

らごんの気持ちを読み取るこ

とができる。 

５ ・兵十のおっかあの死を

知り、後悔するごんの気

持ちを読み取る。 
 

・兵十のおっかあの死を知

り、後悔するごんの様子がわ

かるところを視写し、言葉に

着目しながらごんの気持ち

を読み取る。 

(読) 兵十のおっかあの死を知

り、後悔するごんの様子を視

写し、言葉に着目しながらご

んの気持ちを読み取ることが

できる。 
６ 
 

・つぐないをするごんの

様子や気持ちを読み取

る。 
 

・兵十に対してつぐないをす

るごんの様子がわかるとこ

ろを視写し、言葉に着目しな

がらごんの気持ちを読み取

る。 

(読) 兵十に対してつぐないを

するごんの様子を視写し、言

葉に着目しながらごんの気持

ちを読み取ることができる。

７ ・兵十と加助の話を聞い

て、もどかしさを感じる

ごんの気持ちを読み取

る。 

・兵十と加助の話を聞いたと

きのごんの気持ちがわかる

ところを視写し、言葉に着目

しながらごんの気持ちを読

み取る。 

(読) 兵十と加助の話を聞い

たときのごんの気持ちがわ

かるところを視写し、言葉に

着目しながらごんの気持ち

を読み取ることができる。 

 
 
 
 
 
 
 
た 
し 
か 
め 
る 

 
 

８ ・ぐったりと目をつぶっ

たままうなずいたとき

のごんの気持ちを読み

取る。 
 

・ぐったりと目をつぶったま

まうなずいたごんの様子を

視写し、ごんの気持ちを読み

取る。 

(読) ぐったりと目をつぶっ

たままうなずいたごんの様

子を視写し、ごんの気持ちに

ついて読み取ることができ

る。 
ま 
と 
め 
る 
 
 

９ 
 
 

・文章全体を読み返し、

まとめの感想を書く。 
・読後の感想を発表しあ

う。 
 

・文章全体を読み返し、読み

取ったことをもとにまとめ

の感想を書く。 
・感想を発表しあう。 
 

(書)文章全体について、読み

取ったことをもとに感想を

書くことができる。 
(話・聞) 友だちと自分の考

えの違いや共通点を考えな

がら話し合うことができる。



 
ひ 
ろ 
げ 
る 
 
 

１０ 
 
１１ 

・発展読書をする。 
・読んだ本について感想

を書き、友達と感想を交

流し合う。 

・新美南吉の本を読む。 
・読んだ本について短い感想

を書き、友達と感想を交流し

合う。 

(書)読んだ本について感想

を書くことができる。 
(話・聞) 友だちと自分の考

えの違いや共通点を考えな

がら話し合うことができる。

 
 
５ 本時の指導 

（１） ねらい 
・全文を読んで、ごんのいる場所を手がかりにあらすじをつかむことができる。 

 
（２）展 開 

段階 学習内容・教師の働きかけ 期待する児童の反応 留意点・評価 
 
 
つ 
か 
む 

 
３ 
分 

 

１ 基本的事項の確認 
○今学習しているのは何とい

う物語ですか。 
○きつねの名前は何といいま

すか。 
２ 学習課題の確認 

お話を読んであらすじをつ

かもう。 
●読みの視点の確認 
・ごんがどこにいるか見つけな

がら読みましょう。 
 

 
 
・「ごんぎつね」 
 
・ごん 
 
 
 

・集中させるため、ノート

に筆記用具をはさませ、

教科書だけ開かせる。 
 
 
・ノートを開き、題名と課

題を書かせる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た 
し 
か 
め 
る 
 

３９ 
分 

３ 課題解決への取り組み 
（１）学習場面の音読 
・読む人は大きな声ではっきり 
読みましょう。 

（２）学習場面の読み進め 
○ごんはいつもどこに住んで

いるのでしょう。 
 

 ・どんなきつねだと書いてあり

ますか。 
 
○１の場面で、ごんは他にどこ

にいますか。 
 
○２の場面で、ごんはどこにい

ますか。 
（３）視写（抜書き） 

○３の場面からは自分の力で

さがしていきましょう。早く書

き終わった人は、一人学びをし

てください。 
・一人学び 
（作業の進んでいる児童のための

手立て） 
 
 
 
 
 
 
（４）学び合い 
 ・黒板を目で読む。 
 ・声に出して読む。 
 ・わからない言葉の確認 
    

 
 
・順番読み 
 
 
・山の中 
・しだのいっぱいしげった森の中のあ

 な 
 
・いたずらばかりした 
 
 
・小川のつつみ 
 
 
・村の墓地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・突っかかる児童には言い

直させたりするなど正し

く読むよう支援する。 
 
 
 
 
 
 
・挿絵も手がかりにしなが

ら考えさせる。 
 
・１、２の場面のみ、一緒

に考え、一人学びの方法

をつかませる。 
 
・複数の場所が出てくる場

合は、その場面で一番多

く出てきている場所を書

くようにさせる。迷った

場合は、２つ書いても良

いことを伝える。 
 
・《評価》ノートにごんのい

る場所を書き出せている

か。 
・ある程度時間がたったら

板書し、支援を要する児

童の手だてとする。 
・学び合いに集中させるた

め、視写が途中でもやめ

させ、黒板に目を向けさ

せる。 

 
① 視写文を目で読み返す。（間違いがないか） 
② 分からない言葉を〇で囲む。 
③ その場所でどんなことをしたのかを短く書く。  



  
 ○ごんが同じ所にいる場面は

どことどこですか。 
・３ではどんなことをしました

か。 
・６ではどんなことをしました

か。 
 
 ○３と６の場面で、ごんは同じ

様子ですか。 
   
 ○１～６の場面を、ごんの気持

ちが変化したところで二つに

分けるとどこで別れるでしょ

う。 

 
 
・３と６ 
 
・くりや松たけを持っていった。 
 
・くりを持っていった。 
 
 
 
・６でうたれてしまった。 
 
 
 
 
・２と３の間で分かれる。 

 
・話の山場となる場面の様

子を捉えさせる。 
 

・《評価》ごんのしたことや

様子を積極的に発表して

いるか。 
 
 

 
 

・ごんの行動が変わるきっ

かけとなった気持ちの変

化を捉えさせる。 

 
ま 
と 
め 
る 
 
３ 
分 

 
４ 学習のまとめ 
○まとめの音読をしましょう。 
（板書の読み） 

 
５ 次時の学習内容確認 
・次の時間は、読み取ったこと

をもとに学習課題を作って

いくことを確認する。 

 
・一斉読 

 
・ごんがどんなことをした

かも思い起こさせながら

読ませる。 

 
 
（３）具体の評価規準と支援の手だて                   （ノート・学び合いでの発言） 

Ａ Ｂ 支援の手だて  
ごんの行った場所に着

目しながら、文章全体

を大まかに捉えること

ができたか。 

・ごんのいる場所を見つけ

てノートに書き出すこ

とができる。 
・ごんのしたことや、様子

を積極的に発表するこ

とができる。 

・ごんのいる場所を見つけ

てノートに書き出すこと

ができる。 

・ごんのいる場所が書いて

ある部分を一緒にさがし

たり、指を指したりしなが

ら見つけさせる。 
・板書を見ながら視写させ

る。 

 
（４）板書計画 
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 ① 

視
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文
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読
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返
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い
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② 

分
か
ら
な
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〇
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囲
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読
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あ
ら
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も
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ご
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